
 

●７月26日、東

京地方裁判所で

船員保険の適用

（療養給付と遺

族給付）を求め

る裁判の第一回口頭弁論が

開かれた。冒頭、横地大輔

裁判官は、被告の全国健康

保険協会側に対して、「原告

（船員）らの被ばく量その

他因果関係を否定する根拠

について、この９月末日ま

でに主張する。」ことを、求

めました。 

●これまで保険協会は誰一

人船員にあって病状など聞き取ることなく、厚労省が

設置した分析班のいうがままの被ばく量を根拠に労災

認定を拒否していたことに、疑問を呈したことになり

ます。厚労省が示した被ばく量の計算式では、第５福

竜丸の被ばく自体がなかったことになってしまういい

加減な線量でした。 

●傍聴者は東京(東友会)、埼玉、千葉、神奈川の日本

被団協のヒバクシャと2世の皆さん、そして日本被団

協の代表の田中代表、民医連、全退教、日本平和委員

会、など傍聴席は40人で満杯。東京で裁判を行うこと

になったことが、全国的な広がりを持つ闘いへと発展

した感を持ち、心強く感じました。 

●その後、参議

院議員会館に移

動して報告集会

が行われ内藤弁

護士が裁判の争

点の概要の報告を

行いました。 

オンラインで、

高知の南弁護士と

下本さんが参加し、

発言しました。下

本さんの「父が何

も語らなかった」

との発言に、東友

会事務局の村田未知子さんが「私も同じだった」と共

感する発言をされました。日本被団協田中照己さんに

続きスイスの締約国会議に参加

した東友会の家島会長は「核実

験被害者は被爆者と同じ。原水

爆禁止運動がビキニ事件が発端

だったことを考えるとひとごと

ではない。一致団結して頑張ろ

うといいたい」と発言。 

全日本民医連岸本事務局長は

「２年前の総会からビキニ裁判の

支援を決めています。広島、長崎

と同じ内部被ばくという被害者が

いるわけで支援の輪を広げたい」

と述べました。橋元さん、吉良も

発言し、全国のヒバクシャと連帯

して、裁判を支援していくことな

どが次々と発言され、共に闘って

いく支援の輪が広がっていくこと

を実感しました。 
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